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 N市 Z校区における住民自治意識調査1  




1  住民意識調査の背景と対象地域 
 
 大阪府下の北東部に位置する衛星都市である N 市は、地域の自治活動を強化するために、
小学校校区を単位として、校区内の自治会およびその他の地域関連組織や関連委員などを
集めた地域協働協議会の結成をよびかけ、その活動を補助金等によって支援する政策をと
っている。これに応じた形で、2015 年の 4 月には市内 24 の小学校校区のすべてで地域協働
協議会が成立し、各種の行事や防災、福祉、緑化などの活動をおこなっている。そのなか
には、今後の自治活動の推進に役立てるために、地域住民に対するアンケート調査を行い
たいと考える協議会があった。人口稠密な N 市では、小学校校区単位でも、住民は 1 万人

















                                                        
1 本報告の現形態での公表をご許可いただいたN市 Z校区地域協働協議会に感謝します。 
2 摂南大学経営学部准教授、2，3を担当。 
3 摂南大学経済学部教授、1，2を担当。 
4 最初に Z校区地域協働協議会の総務部会から協力依頼があったのは 2015年 7月 29日で、その後 8月に
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表 1 は、この校区住民の年齢階級別構成を N 市全体と対比して示したものである。年齢
1 ケタ代、10 歳代はそれぞれ住民の 1 割以下であるが、40 歳代を筆頭に子育て世代の人口
がやや多い。といっても、70 歳代以上の高齢者層は全体の 2 割弱（18.6 パーセント）を占
めている。しかし、これらの年齢構成は N 市全体についても同様で、N 市全体のなかでの
特異性は存在しない。 
 
表 1 Z校区住民および N市の年齢階級別構成 









総数 20,479 100.0 239,594 100.0 
0～9歳 1,846 9.0 19,335 8.1 
10～19歳 1,902 9.3 22,398 9.3 
20～29歳 1,896 9.3 23,260 9.7 
30～39歳 2,448 12.0 28,531 11.9 
40～49歳 3,253 15.9 38,700 16.2 
50～59歳 2,478 12.1 27,211 11.4 
60～69歳 2,890 14.1 35,052 14.6 
70～79歳 2,278 11.1 30,907 12.9 
80～89歳 1,193 5.8 12,062 5.0 
90歳以上 294 1.4 2,137 0.9 


















している。回答者の負担にならないように設問も 10 にしぼり、調査票も A4サイズ 4ペー


















 第６問 地域で優先的に取り組むべき課題： 
 第７問 回答者自身が取り組みたいと思う課題： 




 第９問 地域貢献活動・ボランティア活動への参加を促進する方策： 
     あてはまると思うものに複数選択可で○印を記入 
 第 10問 アンケートへの感想・地域協働協議会への要望： 




た会長名での「お願い」とともに、2015 年の 10 月 14日から 20日の 1週間に調査票（アン
ケート用紙）を配布して行われた。記入された調査票は、同時に配布された封筒によって、
11 月１日から 12 月 10日までに回収された。配布と回収は、基本的に自治会の役員によっ
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 て直接おこなわれた。 
 表 2 では、地域協働協議会に参加している 14 自治会への調査票の配送部数5と有効回収部
数を示している。配送部数の総計は 8,898 部であり、余裕をもたせてあるが当該自治会のカ
バーする世帯数にほぼ等しい。それに対して、統計に用いることのできた有効回収調査票





   表 2 自治会ごとの配送部数と有効回収部数6 
自治会 配送部数 回収部数 回収率(%) 
A 町 1,288 917 71.2 
B 町 320 221 69.1 
C 町 316 145 45.9 
D 町 300 150 50.0 
E 町 950 430 45.3 
F 町 280 100 35.7 
G 町 1,175 910 77.4 
H 町 1,156 822 71.1 
I 町 440 256 58.2 
J 町 230 215 93.5 
K 町 620 305 49.2 
L 町 730 587 80.4 
M 町 170 38 22.4 
N 町 903 433 48.0 
有効回収部数計 8,898 5,589 62.8 
 
 







                                                        
5 2015年 9月 22日付けの「調査用紙配布先・部数等一覧表」による。 
6 ほかに統計分析に用いることのできなかった回収調査票が 302部ある。 
7 この分析における帰無仮説は、「年齢階層ごとで割合（あるいは平均値）に違いはない」である。 
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 3.1  基本属性 
 














3.2  諸活動への参加・認知（問 2） 
（1）  全体の分布 
















度数 ％ 有効％ 累積％ 度数 ％ 有効％ 累積％
有効数 男性 1943 33.0 35.1 35.1 有効数 30～39歳 620 10.5 10.8 12.2
女性 3585 60.9 64.9 100.0 40～49歳 1027 17.4 18.0 28.8
合計 5528 93.8 100.0 50～59歳 1012 17.2 17.7 46.5
欠損値 363 6.2 60～69歳 1420 24.1 24.8 71.4
合計 5891 100.0 70歳以上 1636 27.8 28.6 100.0




度数 ％ 有効％ 累積％
有効数 10年以内 1563 26.5 28.2 28.2
11年～20年 1327 22.5 23.9 52.2
21年～30年 958 16.3 17.3 69.4
31年～40年 682 11.6 12.3 81.8
40年以上 1011 17.2 18.2 100.0



















（2）  年齢別の分布 
























































































































【A】 1.925 1.296 1.914 2.077 2.012 2.013 0.000
【B】 0.687 0.354 0.616 0.679 0.685 0.884 0.000
【C】 0.739 0.442 0.706 0.702 0.741 0.907 0.000
【D】 0.542 0.323 0.645 0.608 0.508 0.546 0.000
【E】 0.560 0.331 0.611 0.582 0.563 0.600 0.000
【F】 0.580 0.312 0.498 0.600 0.654 0.669 0.000
【G】 0.337 0.223 0.319 0.352 0.349 0.374 0.000
【H】 0.653 0.449 0.540 0.578 0.682 0.845 0.000
【I】 0.971 0.437 0.792 0.975 1.122 1.182 0.000
【J】 1.518 1.292 1.955 1.784 1.462 1.182 0.000
【K】 0.877 0.457 0.659 0.779 0.895 1.254 0.000
【L】 1.145 0.768 1.572 1.452 1.078 0.858 0.000
【M】 1.148 0.974 1.233 1.111 1.162 1.176 0.000
【N】 0.453 0.251 0.340 0.401 0.510 0.598 0.000
【O】 0.365 0.233 0.279 0.352 0.388 0.463 0.000










 3.3  地域についての認識（問 4） 

























3.4  地域についての評価（問 5） 










                                                        












































【A】 2.765 2.668 2.740 2.707 2.693 2.927 0.000
【B】 2.430 2.315 2.406 2.401 2.361 2.571 0.000
【C】 2.748 2.695 2.835 2.775 2.688 2.743 0.000
【D】 2.797 2.769 2.815 2.802 2.753 2.830 0.135
【E】 2.450 2.357 2.484 2.478 2.421 2.478 0.004
【F】 2.599 2.394 2.585 2.609 2.614 2.673 0.000


























3.5  取り組むべき課題についての認識（問 6、問 7） 
（1）  全体の分布 





















































































































【A】 3.251 3.171 3.231 3.197 3.260 3.324 0.000
【B】 3.260 3.188 3.231 3.159 3.263 3.374 0.000
【C】 3.004 2.803 2.865 2.935 3.027 3.205 0.000
【D】 3.047 3.157 2.994 3.066 3.054 3.021 0.000





























































【A】 34.3 33.4 26.5 32.9 36.9 38.3 0.000
【B】 29.3 31.3 24.1 29.3 30.6 30.7 0.001
【C】 40.2 39.0 38.4 44.8 43.2 36.2 0.000
【D】 35.5 34.0 32.2 40.2 35.7 34.8 0.004
【E】 27.1 22.9 20.2 27.7 34.6 26.3 0.000
【F】 39.0 45.5 38.3 41.4 37.8 36.5 0.001
【G】 40.7 41.0 35.9 43.8 40.5 41.9 0.006
【H】 37.3 30.8 31.0 40.4 39.4 39.9 0.000
【I】 37.3 60.2 42.6 35.5 35.1 28.2 0.000
【J】 23.7 28.7 23.4 20.8 23.2 24.1 0.008
【K】 22.8 24.4 18.1 20.3 24.9 24.9 0.000
【L】 39.9 40.6 32.9 39.1 42.0 42.7 0.000
【M】 46.6 52.4 45.0 48.6 45.7 45.1 0.011
【A】 19.1 25.2 19.3 18.6 20.2 16.1 0.000
【B】 16.4 22.7 17.3 14.7 16.1 14.7 0.001
【C】 12.2 9.2 9.9 12.2 14.8 12.5 0.001
【D】 12.5 9.0 10.2 13.3 13.5 13.8 0.003
【E】 9.9 4.5 4.1 7.8 18.8 9.3 0.000
【F】 20.1 29.2 21.9 19.6 19.5 16.4 0.001
【G】 11.8 12.4 11.3 12.0 12.3 11.5 0.921
【H】 12.5 9.2 9.8 14.0 15.8 11.7 0.000
【I】 15.2 35.2 23.0 12.2 10.2 8.8 0.000
【J】 11.5 18.4 12.9 9.2 9.6 11.1 0.008
【K】 16.2 19.2 15.6 14.7 19.0 14.0 0.000
【L】 22.2 24.4 22.6 20.4 25.8 19.3 0.000










































3.6  地域活動への参加を促す要因の認識 





































































































全体 39歳未満 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70歳以上 有意確率
【A】 41.2 55.0 47.6 43.2 38.3 33.3 0.000
【B】 22.2 15.8 15.6 24.9 25.2 24.4 0.001
【C】 34.9 40.3 34.4 31.5 33.9 36.3 0.004
【D】 15.5 11.0 11.8 13.0 16.8 20.1 0.000
【E】 37.6 36.6 31.7 42.8 44.6 32.2 0.000
【F】 17.1 17.4 15.5 13.6 18.5 18.9 0.003
【G】 43.1 45.5 47.6 48.2 45.1 34.4 0.000
【H】 36.4 43.4 42.3 38.6 35.4 29.7 0.000
【I】 20.2 20.3 20.3 27.6 19.4 16.3 0.000
【J】 22.8 40.6 24.0 20.3 19.8 19.4 0.008
【K】 15.9 14.5 12.1 14.7 17.9 17.7 0.000
【L】 17.6 12.4 13.1 19.8 20.3 18.5 0.000
【M】 6.2 6.0 4.9 6.4 6.1 7.2 0.186
※値は選択％。
【A】参加しやすい曜日や時間を設定する  【B】活動を支援する相談も窓口を設置する
【C】地域内の良好な人間関係をつくる  【D】地域のボランティアリーダーを育成する
【E】活動内容に関する情報を定期的に提供する  【F】活動自体がマンネリにならないようにする
【G】活動内容や役割を選択できるなど個人の負担を軽くする
【H】強制的・閉鎖的な雰囲気をなくす
【I】退職して時間的余裕があり、地域貢献に経験を生かせる機会をつくる
【J】女性・青年・学生・子どもが広く参加できる機会をつくる  【K】自由に意見を言える場をつくる
【L】ボランティア活動の中心となる拠点をつくる  【M】活動資金を集める
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